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▷リスク管理と危機管理の課題

コロナ禍対策や無差別殺傷事件等でリスク管理と危機管理の重要性と課題が広く認識された。

① RMの運用 ⇒ 「リスク」と「目的実現」の選択判断とコントロール

② 危機への対応 ⇒ 「命を守る備え」と「現場での瞬時の決断・行動」

無差別に人の命を狙う凶悪犯罪が絶えない。防止対策や現場対応は実例に学ぶ必要があるが、

実例の多くが、肝心の点は知られず、忘れられ、同じような悲劇が繰り返されている。

放火殺人事件等の実態を検証し、教訓として活かせればと願って報告。

ーはじめにー



ー略歴ー

１９４４年 熊本県生れ

１９６３年 大阪府警察官任用

主に犯罪捜査業務に従事、組織犯罪の捜査

や「池田小学校児童殺傷事件」等を担当

２００３年 大阪府警を退職

退職後も事件事故による悲劇を防ぐための

リスク管理・危機管理の探究と啓発活動



◆ 大阪の「クリニック放火殺人事件」の概要

発生日時 2021年12月17日（金）午前１０時過ぎ

発生場所 大阪市北区北新地の堂島北ビル４階

心療内科クリニック内

犯行者 ６１歳の無職の男（クリニックの患者）

被害者 死亡 ２６人

（院長ほかスタッフ６人、患者２０人）

犯行状況 犯行者は、クリニック入口で、２つの紙袋に入れたガソリンを撒いて放火、脱出避難

を阻止するなどして多数を殺害した。自らも避難せず死亡した。

半年前頃から多数殺害の犯行計画を立て周到に準備していたとみられる。

＜現場周辺略図＞
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＜事件後日撮影>
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⇒入口で放火したガソリンが激し
く燃え上がり、煙が室内奥まで
充満したと思われる。

⇒待合室にいた２人は出火直後
に非常口から脱出できたが、
他の２６人は逃げ場の無い奥の
部屋で命を落とした。

⇒犯行者は犯行前後に消火や
避難・脱出を阻止する行動を
とり、多数を殺害した。

＜現場見取り図（情報に基づいて作成）＞
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命が助かる方法は？



◆ 大阪の「個室ビデオ店放火殺人事件」の悲劇

2008年10月の深夜、大阪・難波の雑居ビル１階の個室ビデオ店で、客の一人が室内で放火、
客の多数が逃げ遅れて（多くは逃げられず）、１６人が死亡した事件。

利用時にはリスクに要注意！
避難場所、手段を確認する。

＜現場見取り図＞
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▶個室ビデオやネットカフェ店等は、密室で、
イヤホンを付けていることが多く、
＊火災に気付きにくい、
＊出口までの通路が狭くて通り難く、

逃げ遅れる。

＊出火場所の奥からは脱出できない。

WC

出火場所

（大阪市消防局関係資料に加筆）

シャワー室
脱出できない時、どうする？



◆ 「京都アニメ放火殺人事件」（２０１９年７月）での避難教訓

＜犯行・燃焼状況＞

⇒犯行者は、執務中の事務所１階玄関から侵入し、

床にガソリンを撒いて放火、多数の死傷者を出した。

死者 36人 負傷者 34人

自らも大火傷を負った。

⇒ガソリン燃焼は凄まじく、煙が１階から２階３階にも
いっきに充満した。屋上も猛煙に包まれた。

＜被害・避難状況＞

１階（11人在室）〜5人が死亡。他は窓や玄関から、１人は２階に火災伝達後２階ベランダから避難。

２階（32人在室）〜多くが窓・ベランダから飛び降りて避難。11人が逃げ遅れて死亡。

３階（27人在室）〜6人は２階に降りてきて避難、1人（男性社員）は、３階の窓から壁にぶら下がり救助
された。20人が屋上への階段付近で死亡。

玄関

＜当日の鎮火後の外観〜朝日新聞夕刊＞



◆ 「NY・WTCビル旅客機突入テロ事件」の想定外危機での対応教訓

・発生 ２００１．９．１１（火）

北棟～８：４６、突入爆発…１０：２８ 崩落

南棟～９：０２、突入爆発… ９：５９ 崩落

・死者 ２７６３人

当時の両棟の推計在人数 約１万７４００人

▶消防士・警察官 ４１４人…何故？ 『危機の罠』の教訓

☆情況掌握・予測（ビル崩落も予想外）ができない中、職場責任者の

「最悪」を予想した迅速な危機対応＝最善の避難方法指示で、

多くの人が、迅速に、階段で、ビル外へ避難して助かった。
ー生還者の証言等から

＜時事ドットコム報道写真＞



▷消防・避難用設備の整備と訓練の実施

・構造上完備が無理でも、スプリンクラー等可能な補完設備を整備する。

・日常の防火管理と「最悪を想定」した自衛消防・避難訓練を実施する。

▷リスクの認識と備え

・建物・施設のリスクや非常口・非常階段、避難手段を確認する癖を。

・トラブル等の兆候に敏感に、自暴自棄犯罪の被害防止に最善を尽くす。

▷命を守る危機対応・避難

・「ビル火災」では煙、CO（一酸化炭素）や有毒ガスが命とり。充満しない内に、早く避難する。

・煙・ガスを吸わないよう、服等で頭から覆い、ハンカチ等で鼻口を押さえて、背を低くして、

壁を伝って避難する。３階以上は階段から下に降りる。

・逃げ場がない時は、床の隅に残った空気を吸いながら救助を待つ。

<消防庁資料＞

煙と高温のCOや有毒ガス
は上から滞留する。

「知らない」と咄嗟に動け
ない。実践的訓練必要。

ー「ビル火災」への危機対応ー



▷社会生活における安全安心を守るハード・ソフト両面の整備が未だ不十分。

安全に対する意識と命を守る対策の改善・強化が必要。

▷また、生きる希望を失い自暴自棄から凶悪な犯罪を犯す、そんな犯罪者を

生まない社会が望まれる。公私の支援の充実強化が必要。

▷尊い犠牲の教訓を忘れずに、活かされるのを願ってやまない。

ご清聴ありがとうございました。

ーおわりにー
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